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産学連携推進のためのホームページ 
　新産業の創出や大学における学術研究の活性化、さ
らには地域振興などにつながる、産学連携への期待が
高まっています。産学連携の推進にむけて、国立大学
の知的財産を社会と共有し活用するために、「共同研究」
や「受託研究」「受託研究員の受け入れ」「奨学寄附金」
「寄附講座」といった研究協力の制度があり、税制上の
優遇措置も設けられています。 
　滋賀医科大学でも産学連携に取り組み、大学と企業
が手を携えることで、地域振興や新産業の創出、医療
福祉への貢献、大学の研究の活性化などを図り、活力
ある社会の実現に向けて、ともに社会貢献したいと願
っています。 
　SUMS産学連携委員会では、滋賀医科大学の知的財
産シーズを発信し、また社会からのニーズを受信して、
産学連携を進めるためのホームページ「SUMSビジネ
ス・メドネット」を開設しました。ホームページでは、
以下のような項目について情報提供を行っています。 
 
S U M S 　 I N F O R M A T I O N
※この冊子は再生紙を使用しています 
「SUMSビジネス・メドネット」 
●共同研究や受託研究について知りたい。 
●SUMSの研究を支援したい。 
●特許や学位の取得、その他交流などについて。 
●SUMSの研究内容や施設について知りたい。 
・SUMSの研究陣は？ 
・SUMSの研究技術はどんなもの？ 
・SUMSの実験ラボはオープン？ 
・SUMSの教育研究を支援するには？ 
・寄附講座の開設は？ 
・自社の研究者に学位を出せる？ 
・ベンチャー企業の応援は？ 
・特許取得や守秘義務システムは？ 
・産学連携の交流会は？ 
・SUMSの広報誌の入手は？ 
・リエゾン連携は？ 
 
●研修や技術アドバイスを依頼したい。 
・技術相談のアドバイスは？ 
・専門的な話を会社で聞ける？ 
・自社の研究者の技術研修を頼める？ 
・自社の研究者と共同研究できる？ 
・自社テーマの研究を頼める？ 
http://www.shiga-med.ac.jp/sangaku/
発行日：平成14年9月1日 
発　行：滋賀医科大学 
http://www.shiga-med.ac.jp/
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す
る
腹
仙
骨
式
術
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
の
炎
症
性
疾
患
、
痔
核
、
痔
瘻
、
裂
孔
な
ど
の
良
性
疾
患
の
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
根
治
性
と
機
能
温
存
を
両
立
さ
せ
る
治
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
★
肝
、
胆
、
膵
疾
患
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
外
科
的
切
除
は
、
肝
臓
切
除
年
間
約
30
数
例
、
膵
胆
道
系
の
癌
20
数
例
で
、
進
行
肝
癌
に
お
い
て
は
体
外
循
環
を
用
い
た
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
肝
腫
瘍
に
対
し
て
は
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
を
用
い
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
膵
胆
道
系
の
悪
性
疾
患
に
対
し
て
は
、
適
応
が
あ
れ
ば
胃
・
十
二
指
腸
温
存
膵
頭
切
除
術
な
ど
の
機
能
温
存
を
図
る
術
式
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
胆
石
、
胆
嚢
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
胆
嚢
良
性
疾
患
に
お
い
て
は
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
★
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
外
科
通
常
の
手
段
で
は
見
え
な
い
生
体
深
部
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
視
化
し
、
外
科
手
術
に
応
用
す
る
手
法
で
、
Ｍ
Ｒ
診
断
装
置
・
超
音
波
検
査
装
置
・
内
視
鏡
な
ど
に
よ
る
画
像
誘
導
手
術
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
現
在
は
、
最
先
端
の
診
断
治
療
装
置
と
し
て
、
本
邦
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
開
放
型
Ｍ
Ｒ
装
置
を
使
用
し
、
肝
腫
瘍
・
腹
腔
内
腫
瘍
・
骨
盤
内
腫
瘍
な
ど
に
応
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
機
能
的
な
診
断
装
置
と
し
て
、
消
化
器
疾
患
や
内
分
泌
疾
患
の
診
断
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
記
以
外
に
も
、
乳
腺
・
一
般
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
虫
垂
切
除
術
、
脾
臓
摘
出
術
、
副
腎
摘
出
術
、
イ
レ
ウ
ス
手
術
な
ど
の
腹
腔
内
疾
患
に
対
す
る
手
術
お
よ
び
下
肢
静
脈
瘤
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
、
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
に
対
す
る
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
●
ス
タ
ッ
フ
科
長
（
助
教
授
）
花
澤
一
芳
助
手
阿
部
　
元
、
紺
谷
桂
一
、
内
藤
弘
之
、
山
本
寛
医
員
（
研
修
医
）
畔
智
司
■
診
療
内
容
乳
腺
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
腎
移
植
、
小
児
疾
患
、
虫
垂
炎
、
痔
核
・
痔
瘻
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
腹
壁
腫
瘍
を
担
当
致
し
ま
す
。
内
分
泌
外
科
疾
患
で
は
、
甲
状
腺
と
副
甲
状
腺
、
副
腎
、
膵
島
の
各
疾
患
が
主
な
診
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
消
化
器
外
科
チ
ー
ム
と
と
も
に
腹
腔
鏡
下
手
術
や
膵
頭
部
領
域
腫
瘍
病
変
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
★
乳
腺
疾
患
良
性
腫
瘍
（
若
年
性
線
維
腺
腫
）
に
対
し
て
は
、
腋
窩
か
ら
の
鏡
視
下
手
術
に
よ
り
乳
腺
後
組
織
か
ら
の
腫
瘍
摘
出
を
は
か
り
、
乳
房
の
整
容
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。乳
癌
に
対
し
て
は
、
正
確
に
癌
の
進
展
度
を
検
討
し
、
大
き
さ
、
進
展
度
に
応
じ
て
乳
滋
賀
医
科
大
学
の
旧
外
科
学
第
一
講
座
と
旧
外
科
学
第
二
講
座
を
、
２
０
０
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
診
療
４
科
を
抱
え
る
外
科
学
講
座
と
し
て
統
合
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
伝
統
と
業
績
に
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
の
臨
床
、
研
究
に
お
け
る
能
力
や
組
織
力
を
結
集
し
、
よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
週
１
回
の
科
長
会
議
や
月
１
回
の
全
体
医
局
会
を
は
じ
め
と
し
、
院
内
や
医
局
内
の
役
割
等
、
業
務
、
臨
床
、
教
育
、
研
究
の
全
て
に
お
い
て
一
体
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
病
棟
、
医
局
、
外
来
施
設
も
、
一
体
化
し
た
改
築
を
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。
人
材
育
成
に
お
い
て
新
体
制
の
講
座
は
、
一
、
外
科
的
素
養
、
技
術
の
徹
底
的
な
向
上
を
図
り
ま
す
。
二
、
科
学
的
な
も
の
の
考
え
方
と
同
時
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
に
満
ち
た
外
科
医
を
育
成
し
ま
す
。
と
い
う
方
針
に
従
い
、
研
修
医
は
外
科
学
講
座
と
し
て
預
か
り
、
全
員
の
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
専
門
教
育
段
階
で
は
患
者
さ
ん
や
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
か
ら
違
い
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
外
科
医
と
な
る
修
練
を
行
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
外
科
医
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
て
生
涯
外
科
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
、
優
秀
な
外
科
医
と
し
て
技
能
を
維
持
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
診
療
で
は
、
図
式
で
わ
か
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
に
わ
か
り
易
い
臓
器
別
の
４
科
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
専
門
性
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
外
科
の
専
門
集
団
と
し
て
以
下
の
標
語
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
ま
す
。
①
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
が
す
べ
て
に
優
先
。
②
紹
介
患
者
さ
ん
は
す
べ
て
受
け
入
れ
る
。
③
あ
ら
ゆ
る
手
技
に
挑
戦
す
る
。
し
か
し
手
術
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
行
う
。
４
科
以
外
は
、
機
能
的
に
統
合
さ
れ
た
専
門
組
織
「A
ssem
bly
Section
」
と
し
て
、
●
外
傷
外
科
●
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
外
科
（
鏡
視
下
を
含
む
）
●
移
植
外
科
●
小
児
外
科
等
の
チ
ー
ム
で
対
応
し
ま
す
。
連
絡
先
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
上
記
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
ご
紹
介
下
さ
っ
た
場
合
、
週
２
回
の
検
討
会
で
手
術
適
応
と
術
式
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
外
科
医
が
生
涯
必
要
と
す
る
知
識
や
探
索
方
法
が
身
に
つ
く
テ
ー
マ
や
方
法
と
し
、「
全
分
野
の
知
見
、
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
低
侵
襲
で
最
適
な
外
科
手
術
を
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
基
礎
的
な
分
野
と
し
て
、
①
肝
細
胞
等
を
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
か
ら
誘
導
す
る
再
生
医
学
②
遺
伝
子
手
法
を
使
っ
た
診
断
や
治
療
と
癌
免
疫
療
法
臨
床
と
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
は
、
①
新
し
い
治
療
法
や
材
料
の
開
発
応
用
②
Ｍ
Ｒ
イ
メ
ー
ジ
や
鏡
視
下
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
外
科
の
構
築
③
癌
診
断
治
療
法
の
開
発
④
侵
襲
と
防
御
反
応
に
対
す
る
研
究
上
記
主
要
テ
ー
マ
を
中
心
と
し
て
、
大
学
院
生
（
臓
器
制
御
系
）
を
基
盤
と
し
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
し
て
い
く
。
以
上
、
谷
徹
、
浅
井
徹
両
教
授
と
医
局
員
が
一
致
団
結
し
、
関
連
病
院
と
同
門
会
、
地
域
の
皆
様
方
の
力
を
得
て
地
域
に
根
ざ
外科学講座新体制
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'巻頭特集
し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
と
優
秀
な
外
科
医
育
成
に
邁
進
し
ま
す
。
●
ス
タ
ッ
フ
主
任
科
長（
主
任
教
授
）
谷
　
　
徹
講
師
来
見
良
誠
、
遠
藤
善
裕
助
手
川
口
　
晃
、
内
藤
弘
之
、
目
片
英
治
、
山
本
　
寛
医
員
仲
　
成
幸
、
塩
見
尚
礼
、
清
水
智
治
、
田
畑
貴
久
、
糸
島
崇
博
、
石
川
　
健
医
員
（
研
修
医
）
三
宅
　
亨
、
植
木
智
之
、
貝
田
佐
知
子
医
員
（
研
修
医
）
山
田
裕
樹
、
村
山
浩
之
、
畔
智
司
外
科
学
会
（
指
導
医
５
・
認
定
医
12
）
消
化
器
外
科
学
会
（
指
導
医
５
・
専
門
医
５
・
認
定
医
12
）
大
腸
肛
門
病
学
会
（
指
導
医
１
・
専
門
医
２
）
■
診
療
体
制
消
化
器
外
科
は
、
消
化
管
と
肝
胆
膵
の
外
科
に
分
類
さ
れ
、
消
化
管
は
さ
ら
に
上
部
消
化
管
（
食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
）
と
下
部
消
化
管
（
小
腸
・
大
腸
・
肛
門
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
根
治
性
と
低
侵
襲
性
を
目
指
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
適
正
な
医
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
入
院
病
床
は
約
50
床
で
、
年
間
手
術
件
数
は
約
600
例
で
す
。
外
来
診
療
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
谷
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、
臓
器
毎
に
専
門
医
が
担
当
し
、
き
め
細
か
い
診
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
■
治
療
法
の
紹
介
★
食
道
疾
患
食
道
癌
の
外
科
的
切
除
は
年
間
10
数
例
で
、
早
期
食
道
癌
に
は
内
視
鏡
的
粘
膜
下
切
除
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
咽
頭
摘
出
後
の
発
声
に
対
す
る
手
術
術
式
の
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
食
道
粘
膜
下
腫
瘍
、
突
発
性
食
道
破
裂
、
食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
、
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
★
胃
十
二
指
腸
疾
患
胃
癌
の
切
除
例
は
年
間
60
例
を
越
え
、
一
部
の
早
期
胃
癌
や
粘
膜
下
腫
瘍
に
対
し
て
、
腹
腔
鏡
下
切
除
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
に
対
し
て
は
、
お
も
に
腹
腔
鏡
下
大
網
充
填
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
★
大
腸
・
肛
門
疾
患
大
腸
、
直
腸
癌
の
切
除
症
例
は
年
間
60
例
に
及
び
、
下
部
直
腸
癌
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
肛
門
機
能
を
温
存
し
人
工
肛
門
を
回
避
消
化
器
外
科
乳
腺
・
一
般
外
科
旧第一外科 
旧第二外科 
外科学 
講座 
呼吸器外科 
（内線：2246） 
乳腺一般外科 
（内線：2237） 
心臓血管外科 
（内線：2241） 
消化器外科 
（内線：2238） 
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★
肺
癌
の
補
助
療
法
切
除
不
能
肺
癌
や
再
発
例
・
癌
性
胸
膜
炎
症
例
に
対
し
て
活
性
化
自
己
リ
ン
パ
球
注
入
療
法
（
厚
生
労
働
省
指
定
の
高
度
先
進
医
療
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
★
転
移
性
肺
腫
瘍
転
移
個
数
・
部
位
な
ど
か
ら
適
応
を
決
定
し
主
と
し
て
胸
腔
鏡
下
に
切
除
し
ま
す
が
、
当
科
で
は
胸
腔
鏡
下
に
は
確
認
し
に
く
い
小
病
巣
に
対
し
て
、
上
腹
部
正
中
創
か
ら
両
側
胸
腔
に
手
を
挿
入
し
病
巣
を
確
認
す
る
方
法
（H
and
assisted
thoracoscopic
surgery
H
A
T
S
）
を
採
用
し
切
除
率
の
向
上
を
得
て
い
ま
す
。
★
縦
隔
腫
瘍
非
浸
潤
性
胸
腺
腫
を
含
め
良
性
腫
瘍
は
胸
腔
鏡
下
に
切
除
し
て
い
ま
す
。
★
気
胸
１
９
９
９
―
２
０
０
１
年
の
71
例
中
65
例
は
胸
腔
鏡
下
に
手
術
を
施
行
し
ま
し
た
。
特
に
若
年
者
（
40
歳
以
下
）
で
は
ほ
ぼ
100
％
胸
腔
鏡
手
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。
★
気
道
狭
窄
高
度
の
呼
吸
困
難
を
呈
す
る
良
性
・
悪
性
気
道
狭
窄
症
例
に
対
す
る
拡
張
術
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
症
例
に
よ
っ
て
、
レ
ー
ザ
ー
、
バ
ル
ー
ン
、
シ
リ
コ
ン
ス
テ
ン
ト
、
金
属
ス
テ
ン
ト
な
ど
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
★
漏
斗
胸
漏
斗
胸
に
対
し
て
は
、
最
も
低
浸
襲
・
美
容
的
で
矯
正
効
果
に
も
優
れ
て
い
るN
u
ss
法
を
第
１
選
択
と
し
て
い
ま
す
。
主
と
し
て
小
児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
成
人
例
で
も
工
夫
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
優
れ
た
矯
正
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
★
手
掌
多
汗
症
、
上
肢
血
行
障
害
胸
腔
鏡
下
胸
部
交
感
神
経
遮
断
術
を
適
応
し
良
好
な
結
果
を
得
て
い
ま
す
。
★
肺
気
腫
肺
気
腫
は
肺
の
過
膨
張
に
よ
り
呼
吸
困
難
を
来
す
疾
患
で
す
。
従
来
は
内
科
的
治
療
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
肺
容
量
を
外
科
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
呼
吸
困
難
を
軽
減
さ
せ
得
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
（V
olum
e
reduction
surgery
）。
房
温
存
手
術
や
胸
筋
温
存
乳
房
切
除
術
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
乳
房
切
除
術
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
バ
ッ
ク
法
や
筋
皮
弁
を
用
い
た
乳
房
再
建
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
術
後
補
助
療
法
と
し
て
は
、
肝
転
移
症
例
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
ガ
イ
ド
下
に
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
療
法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
再
発
症
例
に
対
し
て
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
重
視
し
た
治
療
法
を
選
択
し
、
ワ
ク
チ
ン
療
法
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
★
甲
状
腺
バ
セ
ド
ウ
病
、
良
性
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
整
容
性
を
目
的
に
小
切
開
法
に
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
癌
に
対
し
て
は
、
進
行
度
に
応
じ
た
甲
状
腺
切
除
お
よ
び
リ
ン
パ
節
郭
清
術
を
行
っ
て
お
り
、
進
行
甲
状
腺
癌
の
場
合
は
、
周
囲
臓
器
の
合
併
切
除
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
再
発
バ
セ
ド
ウ
病
や
手
術
困
難
な
甲
状
腺
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
注
入
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
甲
状
腺
疾
患
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
を
用
い
た
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
療
法
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
★
副
甲
状
腺
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
新
し
い
診
断
方
法
を
導
入
し
て
、
存
在
部
位
の
確
認
診
断
を
行
い
、
整
容
性
を
重
視
し
た
小
切
開
法
に
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
★
副
腎
副
腎
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
は
鏡
視
下
手
術
を
行
っ
て
、
術
後
の
疼
痛
、
侵
襲
を
小
さ
く
す
る
手
技
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
★
腎
移
植
開
院
以
来
、
泌
尿
器
科
と
共
同
で
、
生
体
腎
移
植
、
献
腎
移
植
と
も
に
40
例
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
や
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
成
績
は
、
飛
躍
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
。
★
膵
島
腫
瘍
お
よ
び
膵
癌
膵
島
腫
瘍
や
膵
癌
に
対
し
て
膵
機
能
温
存
手
術
を
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
腫
瘍
核
出
術
、
膵
部
分
手
術
、
膵
体
尾
部
切
除
、
膵
分
節
手
術
、
胃
・
幽
門
輪
温
存
、
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
（P
p
P
D
）、
さ
ら
に
十
二
指
腸
を
も
温
存
し
膵
頭
部
の
み
を
切
除
す
る
胃
十
二
指
腸
温
存
膵
頭
切
除
（D
p
P
H
R
）
等
の
各
種
術
式
は
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
膵
頭
切
除
経
験
症
例
数
は
す
で
に
120
を
越
え
て
お
り
、
膵
内
分
泌
腫
瘍
そ
の
他
を
含
め
て
220
症
例
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
★
一
般
外
科
ヘ
ル
ニ
ア
、
肛
門
疾
患
、
小
児
疾
患
、
腹
壁
疾
患
、
急
性
腹
症
、
腹
部
外
傷
症
例
を
消
化
器
外
科
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
●
ス
タ
ッ
フ
科
長
（
教
授
）
浅
井
　
徹
講
師
白
石
昭
一
郎
助
手
　
　
　
東
田
隆
治
医
員
　
　
　
西
　
崇
男
医
員
（
研
修
医
）
望
月
慶
子
、
橋
本
雅
之
■
診
療
内
容
平
成
14
年
１
月
以
来
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
か
ら
弁
膜
症
、
大
動
脈
手
術
に
い
た
る
ま
で
か
ら
だ
に
対
す
る
負
担
（
侵
襲
）
を
少
な
く
し
な
が
ら
、
最
高
水
準
の
結
果
を
達
成
す
る
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
手
術
侵
襲
が
大
き
い
た
め
手
術
を
勧
め
ら
れ
な
か
っ
た
他
の
臓
器
に
問
題
を
も
っ
た
患
者
さ
ん
や
超
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
手
術
翌
日
か
ら
歩
行
や
食
事
が
可
能
に
な
り
、
１
〜
２
週
間
で
退
院
で
き
る
治
療
法
と
し
て
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
心
臓
血
管
外
科
の
治
療
の
特
徴
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
■
人
工
心
肺
を
使
わ
な
い
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
こ
の
手
術
で
は
、
術
中
血
圧
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
冠
動
脈
が
心
臓
後
面
に
位
置
し
て
も
正
確
な
吻
合
手
技
を
短
時
間
で
確
実
に
成
し
遂
げ
る
技
術
と
経
験
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
格
段
に
高
度
の
技
術
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
安
定
し
た
高
成
績
が
達
成
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
手
術
と
し
て
近
年
登
場
し
ま
し
た
。
浅
井
は
日
本
で
最
も
早
く
こ
の
手
術
を
完
全
な
治
療
法
と
し
て
安
定
し
た
成
績
で
成
功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
手
術
の
特
徴
は
、
手
術
に
よ
る
出
血
が
少
な
く
、
心
臓
の
筋
肉
の
障
害
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
従
来
の
手
術
で
は
重
症
の
患
者
さ
ん
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
脳
硬
塞
の
発
生
や
腎
臓
機
能
の
悪
化
が
回
避
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
浅
井
は
前
施
設
の
経
験
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
最
高
齢
95
歳
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
緊
急
手
術
や
著
し
い
心
不
全
の
患
者
さ
ん
を
含
め
300
例
以
上
の
手
術
を
す
べ
て
完
遂
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
ま
や
滋
賀
医
科
大
学
で
国
際
水
準
の
心
臓
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
り
ま
す
。
■Q
uality
の
高
い
弁
膜
症
手
術
「
悪
い
弁
は
た
だ
取
り
替
え
る
」
の
で
は
な
く
、
弁
自
体
の
病
態
、
心
機
能
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
手
術
後
の
生
活
に
応
じ
た
手
術
を
行
い
ま
す
。
特
に
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
に
対
す
る
本
格
的
再
建
（
形
成
）
手
術
は
、
浅
井
の
専
門
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
の
徹
底
し
た
修
練
、
研
究
を
も
と
に
、
こ
の
７
年
間
50
例
ほ
ど
に
行
い
、
心
不
全
も
な
く
良
好
に
経
過
し
て
い
ま
す
。
■S
uper
Fast-Track
R
ecovery
こ
れ
ま
で
大
侵
襲
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
手
術
を
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
で
術
翌
日
に
は
通
常
の
食
事
が
で
き
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
歩
行
で
き
る
程
の
早
期
回
復
管
理
（S
u
p
er
F
ast-T
rack
R
ecov
ery
）
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
術
後
経
過
は
、
80
歳
を
こ
え
る
超
高
齢
者
の
手
術
に
お
い
て
も
外科学講座新体制
S P E C I A L A R T I C L E
外科学講座新体制
S P E C I A L A R T I C L E
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
■N
o
R
efusal
P
olicy
に
よ
る
緊
急
、
重
症
患
者
の
完
全
受
け
入
れ
体
制
Ｌ
Ｍ
Ｔ
症
例
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
症
例
、
P
T
C
A
/S
ten
t
b
ail-ou
t
不
能
例
、
急
性
Ａ
型
大
動
脈
解
離
な
ど
緊
急
症
例
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
医
と
の
連
絡
か
ら
手
術
開
始
ま
で
時
間
短
縮
と
、
迅
速
な
手
術
施
行
で
対
処
し
ま
す
。
■
紹
介
病
院
、
紹
介
医
と
の
真
の
協
力
体
制
患
者
さ
ん
の
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
紹
介
の
先
生
の
ご
希
望
を
十
分
に
考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
術
、
経
過
の
ご
報
告
、
早
期
転
院
は
も
と
よ
り
、
術
後
検
査
に
関
し
て
も
ご
相
談
に
応
じ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
■
心
臓
血
管
外
科
コ
ン
サ
ル
ト
手
術
患
者
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
内
科
的
、
外
科
的
治
療
適
応
の
御
相
談
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
、
ど
う
か
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
従
来
の
大
学
病
院
と
異
な
り
、
心
臓
血
管
外
科
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
い
つ
で
も
御
相
談
を
承
り
ま
す
。
浅
井
直
通
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
ご
自
由
に
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
■
心
臓
血
管
外
科
コ
ン
サ
ル
ト
090-2129-4362
（
浅
井
直
通
）
e-m
ail：
toruasai@
belle.shiga-m
ed.ac.jp
●
ス
タ
ッ
フ
科
長
（
助
教
授
）
藤
野
昇
三
助
手
澤
井
　
聡
、
手
塚
則
明
医
員
北
村
将
司
医
員
（
研
修
医
）
塩
澤
孝
之
、
大
塩
恭
彦
外
科
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）
胸
部
外
科
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）
呼
吸
器
外
科
学
会（
指
導
医
１
・
専
門
医
２
）
気
管
支
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）
■
対
象
疾
患
・
診
療
内
容
対
象
疾
患
は
胸
部
全
般
に
及
び
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
原
発
性
肺
癌
、転
移
性
肺
腫
瘍
、
縦
隔
腫
瘍
、
胸
壁
腫
瘍
、
気
胸
、
肺
嚢
胞
、
肺
気
腫
、
漏
斗
胸
、
気
道
狭
窄
な
ど
で
す
。
★
肺
癌
の
外
科
治
療
２
０
０
１
年
末
ま
で
の
肺
癌
手
術
症
例
数
は
707
例
に
達
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
重
視
し
、
適
応
に
応
じ
て
胸
腔
鏡
下
手
術
や
区
域
切
除
術
な
ど
の
低
浸
襲
・
縮
小
手
術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
進
行
症
例
に
対
し
て
は
術
前
に
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
を
行
い
、
完
全
切
除
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
肺
機
能
が
不
十
分
な
症
例
に
対
し
て
は
、
肺
葉
切
除
と
同
時
に
胸
腔
形
成
術
（
残
存
肺
の
変
位
・
変
形
を
防
止
す
る
方
法
）
を
施
行
し
良
好
な
肺
機
能
の
維
持
を
得
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外
科
呼
吸
器
外
科
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ラ
ブ
の
合
間
に
研
究
を
手
伝
っ
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
学
生
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
と
乳
が
ん
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
が
完
成
し
た
。
以
下
に
そ
の
研
究
成
果
を
解
説
す
る
。
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
と
乳
が
ん
進
展
と
の
関
係
の
研
究
に
つ
い
て
急
に
注
目
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
研
究
は
最
近
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
共
同
研
究
を
続
け
、
何
年
も
か
け
て
よ
う
や
く
が
ん
進
展
に
関
す
る
新
し
い
道
筋
の
発
見
が
な
さ
れ
、
新
た
な
診
断
法
、
治
療
法
開
発
へ
の
き
っ
か
け
が
で
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
研
究
は
、
お
よ
そ
５
年
前
、
茶
野
助
手
が
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
た
前
後
よ
り
始
ま
っ
た
。
茶
野
助
手
は
整
形
外
科
医
と
し
て
臨
床
を
始
め
、
骨
肉
腫
の
治
療
・
研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
経
過
よ
り
、
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
生
か
せ
る
よ
う
な
ま
っ
た
く
新
し
い
遺
伝
子
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
始
め
た
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
２
年
間
で
は
本
研
究
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
仕
事
は
進
ま
ず
、
ゴ
ミ
と
も
な
ん
と
も
わ
か
ら
な
い
数
百
個
の
遺
伝
子
断
片
が
本
学
へ
持
ち
帰
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
基
礎
看
護
学
講
座
の
佐
伯
教
授
と
臨
床
検
査
医
学
講
座
の
岡
部
教
授
の
２
人
が
茶
野
助
手
と
と
も
に
研
究
を
継
続
し
、
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
も
う
一
人
、
こ
の
間
最
も
研
究
に
貢
献
し
た
の
が
、
本
学
一
般
・
乳
腺
外
科
の
紺
谷
助
手
で
あ
っ
た
。
紺
谷
助
手
と
茶
野
助
手
は
以
前
よ
り
知
り
合
い
で
は
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
２
年
半
前
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
が
見
つ
か
り
だ
し
た
こ
ろ
、「
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
は
が
ん
抑
制
遺
伝
子
の
Ｒ
Ｂ
１
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
茶
野
助
手
の
仮
説
を
信
じ
、
紺
谷
助
手
は
様
々
な
基
礎
研
究
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。そ
し
て
、
紺
谷
助
手
ら
一
般
・
乳
腺
外
科
の
グ
ル
ー
プ
が
、
以
前
よ
り
将
来
の
医
学
研
究
に
備
え
て
、
日
々
努
力
を
重
ね
、
地
道
に
患
者
様
の
同
意
を
得
て
、
液
体
窒
素
の
中
に
保
存
し
て
い
た
多
く
の
乳
が
ん
症
例
の
組
織
検
体
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
解
析
に
供
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
研
究
成
果
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
い
つ
使
わ
れ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
ん
組
織
を
凍
結
し
た
よ
い
状
態
（
解
析
に
耐
え
う
る
き
れ
い
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
試
料
が
採
取
で
き
る
）
で
保
存
し
て
お
く
の
は
大
変
な
苦
労
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
紺
谷
助
手
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
今
回
の
研
究
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
野
助
手
の
甘
い
言
葉
に
つ
ら
れ
て
（
だ
ま
さ
れ
て
？
）、
授
業
や
ク
臨床検査医学講座の岡部英俊教授と茶野徳宏助手らの研究グループは、去る6月16日、新たな
がん抑制因子を発見、「RB1CC1」と名付けたと発表した。米科学誌ネイチャー・ジェネティ
クス７月号（電子版）に掲載されるや、各国のメディアが取り上げ、国際的にも高い評価が寄
せられている。
細胞のがん化を考えるうえで非常に重要な発見であり、がんの遺伝子診断や遺伝子治療の進歩
につながる滋賀医科大学発の世界トップレベルの研究として、大きな期待が集っている。
新しいがん抑制遺伝子
RB1CC1の発見
がん克服への新たな一歩
'ニュース
は
じ
め
に
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
の
基
本
構
造
と
機
能
先
に
も
少
し
書
い
た
が
、
茶
野
助
手
は
ヒ
ト
骨
肉
腫
治
療
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
た
抗
が
ん
剤
耐
性
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
過
程
で
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
を
見
つ
け
出
し
た
。
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
蛋
白
は
核
内
移
行
シ
グ
ナ
ル
や
ロ
イ
シ
ン
ジ
ッ
パ
ー
Ｄ
Ｎ
Ａ
結
合
モ
チ
ー
フ
等
を
持
ち
、
実
際
に
核
内
に
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
新
規
の
転
写
因
子
（
各
種
の
重
要
遺
伝
子
の
発
現
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
蛋
白
）
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
茶
野
助
手
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
が
様
々
な
が
ん
細
胞
や
正
常
組
織
に
お
い
て
、
が
ん
抑
制
遺
伝
子
Ｒ
Ｂ
１
（retin
ob
lastom
a
1：
網
膜
芽
細
胞
腫
遺
伝
子
）
と
と
も
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
発
見
し
た
。
そ
こ
で
培
養
が
ん
細
胞
に
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
を
導
入
す
る
実
験
を
行
い
、
Ｒ
Ｂ
１
の
発
現
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
は
Ｒ
Ｂ
１
の
発
現
に
関
わ
る
新
規
の
重
要
な
転
写
因
子
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
基
に
、
茶
野
助
手
ら
の
発
見
し
た
新
し
い
遺
伝
子
タ
ン
パ
ク
質
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
（R
B
1
‐inducible
C
oiled-C
oil
1：
Ｒ
Ｂ
１
遺
伝
子
誘
導
性
タ
ン
パ
ク
質
）
と
い
う
国
際
的
命
名
を
得
る
に
至
っ
た
。（
文
献
１
）
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
と
が
ん
と
の
関
係
Ｒ
Ｂ
１
は
細
胞
の
増
殖
を
抑
え
、
が
ん
化
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
有
名
な
蛋
白
で
あ
る
。
上
述
の
結
果
は
、（
１
）
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
が
Ｒ
Ｂ
１
の
上
流
で
働
き
、
Ｒ
Ｂ
１
を
多
く
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
細
胞
の
が
ん
化
へ
の
ブ
レ
ー
キ
作
用
を
強
め
て
い
る
新
し
い
が
ん
抑
制
遺
伝
子
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
（
図
２
）。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
は
ヒ
ト
第
８
番
染
色
体
セ
ン
ト
ロ
メ
ア
付
近
（8
q
1
1
.2
）
に
存
在
し
た
が
（
図
１
）、（
２
）
こ
の
遺
伝
子
領
域
は
こ
れ
ま
で
乳
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
の
が
ん
化
に
関
わ
る
新
し
い
が
ん
抑
制
遺
伝
子
の
存
在
が
推
測
さ
れ
て
い
た
領
域
で
あ
っ
た
。（
文
献
２
）も
う
ひ
と
つ
、（
３
）
乳
が
ん
で
は
Ｒ
Ｂ
１
遺
伝
子
自
身
の
異
常
と
そ
の
研
究
の
概
要
茶野徳宏 助手
（検査部）
岡部英俊 教授
（臨床検査医学講座）
紺谷桂一 助手
（外科学講座）
佐伯行一 教授
（基礎看護学講座）
RB1CC1正常 
RB1CC1
RB1 ppRB1
RB1CC1異常 
E2Fs
リン酸化 
× 
RB1 ppRB1
E2Fs
リン酸化 
がん細胞増殖 
× 
がん細胞増殖 
RB1CC1
図２
RB1CC1 遺伝子が正常の場合、RB1CC1
は、がん細胞の増殖を抑えるブレーキとし
て働いているRB1を増やし、またRB1の
リン酸化（RB1の変性、機能消失）を抑
えることによってそのブレーキ機能を強め
ている。このことによってがん細胞の増殖
は抑制される。
一方、RB1CC1遺伝子に異常が存在する
場合、RB1CC1、RB1 両者が協調して働
いていたブレーキ機能が消失し、わずかに
存在するRB1も変性する。これによって
細胞増殖を促す活性型E2Fsが増え、この
ことががん細胞の増殖、成長を促進させ
る結果をもたらす。
図１
ヒト第8番染色体セントロメア付近（8q11.2）に存在するRB1CC1遺伝
子。FISH 法により、緑色の蛍光を示しているのがRB1CC1遺伝子である。
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今
回
の
滋
賀
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
（
が
ん
抑
制
遺
伝
子
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
発
見
）
は
、
学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
米
科
学
誌
『N
a
tu
re
G
en
etics
』、
２
０
０
２
年
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
N
atu
re
G
en
etics
誌
自
身
よ
り
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学C
o
lin
C
olins
教
授
の
「
賞
賛
に
値
す
る
仕
事
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
国
際
報
道
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
本
研
究
は
国
際
的
に
も
非
常
に
高
い
評
価
を
得
た
。イ
ギ
リ
ス
が
ん
研
究
所
所
長
の
J.G
ord
on
.M
cV
ie
教
授
は
「
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
発
見
は
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
に
も
相
当
す
る
」
と
特
に
強
い
賛
辞
を
お
く
り
、
本
研
究
が
ま
さ
に
『
が
ん
遺
伝
子
研
究
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
』
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
国
内
新
聞
各
紙
、
テ
レ
ビ
で
も
６
月
17
日
か
ら
７
月
３
日
に
か
け
て
、「
新
た
な
が
ん
抑
制
遺
伝
子
の
発
見
」
と
し
て
高
い
評
価
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
図
５
）。
こ
の
研
究
は
滋
賀
医
科
大
学
発
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
で
あ
る
が
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
生
物
学
的
な
機
能
、
各
種
が
ん
や
そ
の
他
ヒ
ト
疾
患
と
の
関
わ
り
も
不
明
な
こ
と
の
方
が
多
い
。
滋
賀
医
科
大
学
は
、
今
回
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
を
中
心
と
し
た
研
究
拠
点
と
し
て
の
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
医
学
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
を
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
今
後
も
研
鑚
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
変
な
道
の
り
で
あ
る
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
（
参
考
文
献
）
１.C
hano,T
.etal.O
ncogene
21,1295-1298(2002).
２.C
hano,T
.etal.G
ene
291,29-34(2002).
３.C
hano,T
.etal.N
at.G
enet.31,285-8(2002).
蛋
白
発
現
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
Ｒ
Ｂ
１
以
外
で
乳
が
ん
を
抑
制
す
る
未
知
の
因
子
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
（
１
）（
２
）（
３
）
の
事
実
か
ら
、
茶
野
助
手
ら
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
が
が
ん
抑
制
遺
伝
子
と
し
て
存
在
し
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
機
能
消
失
が
乳
が
ん
の
が
ん
化
進
展
と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
今
回
の
研
究
に
着
手
し
た
。
こ
の
仮
説
を
証
明
す
る
た
め
、
数
年
前
よ
り
紺
谷
助
手
ら
が
液
体
窒
素
中
に
保
存
し
て
い
た
数
十
例
の
が
ん
組
織
が
検
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
際
に
解
析
で
き
た
の
は
35
例
の
原
発
性
乳
が
ん
組
織
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
の
異
常
が
詳
し
く
検
索
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
、
Ｒ
Ｂ
１
の
発
現
状
態
も
解
析
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
35
例
の
原
発
性
乳
が
ん
の
う
ち
７
例
（
20
％
）
で
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
遺
伝
子
変
異
は
全
て
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
内
で
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
生
じ
る
蛋
白
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
機
能
上
重
要
な
部
分
を
消
失
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
７
症
例
で
は
Ｒ
Ｂ
１
遺
伝
子
自
身
に
大
き
な
異
常
は
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
、
Ｒ
Ｂ
１
両
蛋
白
の
発
現
が
消
失
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
茶
野
助
手
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
が
正
常
な
場
合
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
え
る
Ｒ
Ｂ
１
の
働
き
は
強
く
な
り
、
が
ん
化
へ
の
ブ
レ
ー
キ
機
能
が
保
持
さ
れ
て
い
る
（
図
２
上
）
が
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
に
異
常
が
存
在
す
る
場
合
は
、
本
来
の
増
殖
抑
制
、
ブ
レ
ー
キ
機
能
が
消
失
し
、
こ
の
こ
と
が
が
ん
細
胞
の
増
殖
、
成
長
を
促
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
（
図
２
下
）。（
文
献
３
）
実
際
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
が
正
常
な
乳
が
ん
組
織
で
は
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
、
Ｒ
Ｂ
１
両
者
と
も
に
が
ん
細
胞
に
存
在
し
、
増
殖
の
ブ
レ
ー
キ
機
能
は
保
持
さ
れ
る
た
め
、
Ｋ
ｉ
‐
67
で
示
さ
れ
る
増
殖
度
も
低
く
、
強
い
増
殖
、
成
長
を
示
さ
な
い
（
図
３
上
）。
し
か
し
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
に
異
常
が
存
在
す
る
場
合
は
、
が
ん
細
胞
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
、
Ｒ
Ｂ
１
両
蛋
白
を
持
た
ず
、
ブ
レ
ー
キ
機
能
が
消
失
し
て
い
る
た
め
、
Ｋ
ｉ
‐
67
も
強
度
に
染
ま
り
、
強
い
細
胞
増
殖
、
が
ん
の
成
長
を
示
し
て
い
た
（
図
３
下
）。
こ
れ
ら
の
結
果
は
直
ち
に
各
種
の
が
ん
の
病
理
学
的
診
断
、
遺
伝
子
診
断
、
予
後
推
定
に
応
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
本
学
で
は
現
在
そ
の
実
施
に
向
か
っ
て
い
る
。
終
わ
り
に
Ｃ
１
が
が
ん
を
代
表
と
す
る
各
種
の
ヒ
ト
疾
患
の
新
し
い
遺
伝
子
治
療
、
新
し
い
薬
剤
の
開
発
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
海
外
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所：
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
選
考
で
有
名
）
と
の
共
同
研
究
も
開
始
さ
れ
、
滋
賀
医
科
大
学
が
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
の
世
界
的
な
研
究
拠
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
専
門
的
な
詳
し
い
内
容
は
以
降
に
述
べ
た
参
考
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
図４
RB1CC1遺伝子導入によるがん細胞の
増殖抑制実験。左、本来の肺がん細胞
は培養液中で強い増殖を示す。一方、
右、RB1CC1遺伝子を導入した肺がん
細胞は培養液中でも成長は乏しく、こ
のがん細胞では80～90％の増殖抑制が
みられた。現在すぐに臨床応用に移行
できるものではないが、将来の遺伝子
治療等多くのことが期待されている。
図３
乳がん組織におけるRB1CC1、RB1蛋白の発現、及びKi-67増殖指標を示す。
RB1CC1遺伝子が正常の場合、RB1CC1・RB1両蛋白（上段、左、中央写真の茶色で示される）ともに
がん細胞内に存在する。このことによって増殖のブレーキ機能は保持されるため、がん細胞は強度の成
長は示さず、Ki-67増殖指標（上段、右写真、茶色の染色度で示される）もわずかである。
一方、RB1CC1 遺伝子に異常が存在する場合、このがん細胞では RB1CC1、RB1両蛋白ともに存在し
ない（下段、左、中央写真にて茶色の染色が示されていない）。このことは細胞増殖を止めるブレーキ
機能の消失をもたらし、Ki-67 増殖指標も強度になってしまう（下段、右写真、茶色の染色度は上段に
比べ非常に強い）。これらの結果は、現在RB1CC1を中心とした各種のがんの病理学的悪性度の診断、
遺伝子診断等に応用されようとしている。
今
後
の
展
開：
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
研
究
の
世
界
的
拠
点
と
し
て
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
が
が
ん
抑
制
遺
伝
子
で
あ
る
こ
と
の
さ
ら
な
る
証
明
と
、
将
来
的
な
遺
伝
子
治
療
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
培
養
が
ん
細
胞
に
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
る
か
否
か
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
肺
が
ん
細
胞
で
は
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
Ｃ
１
遺
伝
子
導
入
が
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
80
〜
90
％
ほ
ど
抑
え
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
４
）。
い
ま
だ
多
く
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
は
、
将
来
的
に
Ｒ
Ｂ
１
Ｃ
図5
今回のRB1CC1がん抑制遺伝子の発見、及びその
研究に対する国際、国内各メディアの報道内容。
本研究成果は米科学誌“NatureGenetics”に掲載
された。とともに、NatureGenetics誌自身より、
アメリカCalifornia大学、ColinColins 教授のコメン
トをつけて本年６月１４日に国際報道された。これ
を受け国際的にも大きく報道され、各種の評価を受
けた。イギリスがん研究所所長のGordonMcVie教
授（写真）は“RB1CC1の発見は糖尿病治療にお
けるインスリンの発見にも相当する。”と特に強い
賛辞をおくった。
国内でも“新たながん抑制遺伝子の発見”として本
年6月17日から7月３日にかけて、一斉に新聞各紙
が取り上げた。また、6月17日にはNHK、びわこ放
送がテレビ報道を行った。
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R E P O R T
者
の
生
活
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
発
言
の
要
旨
宮
川
正
治
氏
（
瀬
田
川
病
院
老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
勤
務
）
痴
呆
高
齢
者
に
対
す
る
か
か
わ
り
〜
医
師
の
立
場
か
ら
①
痴
呆
性
疾
患
の
診
断
・
治
療
の
実
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
と
脳
血
管
性
痴
呆
が
あ
り
、
問
診
や
聞
き
取
り
、
心
理
検
査
な
ど
で
痴
呆
か
ど
う
か
を
診
断
し
て
、
痴
呆
性
疾
患
な
ら
ば
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
原
因
に
つ
い
て
の
検
査
を
行
う
。
両
者
と
も
い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
脳
の
働
き
は
戻
り
に
く
い
が
、
治
療
は
で
き
な
く
て
も
早
期
に
発
見
す
れ
ば
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
痴
呆
性
疾
患
の
ケ
ア
と
医
療
の
か
か
わ
り
施
設
ケ
ア
と
家
庭
ケ
ア
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
良
い
ケ
ア
が
行
え
る
か
ど
う
か
は
介
護
す
る
人
の
質
に
依
存
す
る
。「
病
気
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
理
解
し
た
う
え
で
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
こ
と
」
「
医
療
と
の
２
人
３
脚
」
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
長
所
を
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
痴
呆
ケ
ア
に
対
し
て
医
療
が
で
き
る
こ
と
は
、
痴
呆
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
理
に
か
な
っ
た
ケ
ア
の
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
、
施
設
ケ
ア
に
対
し
て
は
生
活
を
回
復
す
る
た
め
の
理
に
か
な
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
大
町
弥
生
氏
（
滋
賀
医
科
大
学
看
護
学
科
教
授
）
痴
呆
高
齢
者
の
心
・
身
体
・
暮
ら
し
を
支
え
る
〜
看
護
の
立
場
か
ら
痴
呆
高
齢
者
の
看
護
で
は
、
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
し
た
ケ
ア
の
提
供
を
目
的
に
、「
個
別
性
を
大
切
に
し
た
生
活
へ
の
援
助
」「
残
存
機
能
の
活
用
、
廃
用
萎
縮
の
予
防
」「
痴
呆
の
悪
化
の
予
防
」
が
目
標
に
な
る
。
痴
呆
症
と
い
う
病
気
は
変
わ
ら
な
く
て
も
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
家
族
だ
け
の
介
護
に
よ
っ
て
生
じ
る
悪
循
環
を
、
良
い
循
環
に
変
え
る
た
め
に
は
、
基
本
的
な
対
応
の
仕
方
な
ど
介
護
者
が
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
家
族
の
ス
ト
宮川正治氏
大町弥生氏
R E P O R T
今年１月18日、滋賀県支援のもとに龍谷大学と滋賀医科大学の間に学術教
育実践交流協定が締結され、くらし安心県滋賀にふさわしい地域に根ざした
医療・保健・看護・福祉サービスの統合的な試みを始めることになった。そ
してこれを記念して、5月18日に龍谷大学瀬田学舎において、「痴呆高齢者
の心・身体・暮らしを支える」というテーマで、第１回滋賀医科大学・龍谷
大学交流シンポジウムが開催された。
「
両
大
学
の
交
流
活
動
に
期
待
し
た
い
」
と
國
松
知
事
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
開
会
に
あ
た
っ
て
、
吉
川
一
滋
賀
医
科
大
学
学
長
は
、「
昔
は
病
気
を
治
療
す
る
の
は
医
者
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
看
護
師
の
参
加
が
必
須
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
糖
尿
病
学
会
で
も
医
師
以
外
に
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
運
動
療
法
士
、
検
査
技
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、医
療
の
質
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
は
、
福
祉
や
介
護
の
専
門
家
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
福
祉
の
ほ
か
、
健
康
や
環
境
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
龍
谷
大
学
と
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
両
大
学
の
活
動
内
容
を
発
表
し
、
討
論
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
滋
賀
県
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
安
全
に
す
る
た
め
の
社
会
的
貢
献
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
の
で
は
な
い
か
。
自
然
を
大
切
に
生
き
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
こ
と
を
、
滋
賀
で
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
痴
呆
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
い
と
、
長
生
き
が
幸
せ
に
な
る
社
会
は
実
現
し
な
い
と
思
う
。
両
大
学
の
今
後
の
交
流
活
動
に
期
待
し
た
い
」
と
い
う
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
医
療
、
看
護
、
福
祉
の
立
場
か
ら
痴
呆
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
龍
谷
大
学
社
会
学
部
の
太
田
義
弘
教
授
と
滋
賀
医
科
大
学
総
合
診
療
部
の
三
ツ
浪
健
一
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
が
、「
今
後
は
活
発
な
交
流
を
行
い
、
地
域
住
民
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
を
原
点
に
し
て
、
両
大
学
の
知
的
資
産
を
活
か
し
て
有
意
義
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
太
田
教
授
の
発
言
に
続
い
て
、
３
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
痴
呆
高
齢
続
い
て
上
山
大
峻
龍
谷
大
学
学
長
が
、
「
健
康
に
な
っ
て
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
医
療
に
対
し
て
、
福
祉
も
切
り
口
が
違
う
だ
け
で
、
身
体
の
ケ
ア
に
対
し
て
、
心
の
ケ
ア
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う
に
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
隣
同
士
の
両
大
学
が
『
人
間
の
幸
せ
を
実
現
す
る
』
と
い
う
同
じ
目
的
を
も
っ
て
、
お
互
い
に
知
識
と
意
見
を
交
換
し
合
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
１
月
18
日
に
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
福
祉
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
滋
賀
県
か
ら
も
支
援
・
賛
同
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
３
者
が
集
ま
っ
て
県
民
の
福
祉
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
國
松
善
次
滋
賀
県
知
事
か
ら
は
、「
２
つ
の
大
学
が
実
践
も
含
め
て
交
流
し
て
い
こ
う
と
い
う
協
定
締
結
に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
両
大
学
が
手
を
つ
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
歴
史
や
資
源
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
す
ご
い
こ
と
が
で
き
る
國松善次知事
滋賀医大・吉川 一学長
龍谷大・上山大峻学長
滋賀医科大学
龍谷大学 シンポジウム交流
SHIGA IDAI NEWS Vol.6
-14052219-1_2110.qxd  02.10.21 16:54  ページ 11
突
然
死
に
つ
な
が
る
不
整
脈
心
臓
は
収
縮
と
拡
張
を
交
互
に
繰
り
返
し
通
常
１
分
間
に
70
回
前
後
で
拍
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
の
は
洞
結
節
か
ら
発
生
す
る
電
気
刺
激
で
あ
る
。
こ
の
電
気
刺
激
は
刺
激
伝
導
系
と
呼
ば
れ
る
回
路
に
よ
っ
て
ま
ず
心
房
を
通
過
し
て
心
房
の
筋
肉
を
収
縮
さ
せ
、
さ
ら
に
房
室
結
節
と
呼
ば
れ
る
心
臓
中
心
部
を
通
っ
て
心
室
に
伝
え
ら
れ
、
心
室
の
筋
肉
を
刺
激
す
る
。
こ
の
よ
う
な
正
常
な
電
気
伝
導
以
外
に
、
不
規
則
に
発
生
す
る
電
気
興
奮
で
起
こ
る
期
外
収
縮
に
よ
る
不
整
脈
の
中
に
、「
心
室
頻
拍
（
Ｖ
Ｔ
）」
や
「
心
室
細
動
（
Ｖ
Ｆ
）」
と
い
っ
た
突
然
死
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。
正
常
な
心
電
図
は
心
房
の
収
縮
を
表
す
Ｐ
波
、
心
室
の
興
奮
を
表
す
Ｑ
Ｒ
Ｓ
波
、
心
室
が
興
奮
か
ら
回
復
し
て
い
く
過
程
を
示
す
Ｔ
波
の
３
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
心
室
頻
拍
で
は
幅
広
い
Ｑ
Ｒ
Ｓ
波
が
連
続
し
て
出
現
し
、
持
続
す
る
と
１
分
間
に
100
回
以
上
の
拍
動
が
起
こ
る
。
動
悸
、
め
ま
い
程
度
の
軽
い
症
状
の
場
合
も
あ
る
が
多
く
は
呼
吸
困
難
、
失
神
や
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
重
篤
な
症
状
を
呈
し
、
直
ち
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
直
流
通
電
）
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
わ
な
い
と
心
室
細
動
か
ら
死
に
至
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
心
室
細
動
の
場
合
は
、
３
つ
の
波
が
区
別
で
き
な
い
規
則
性
の
な
い
曲
線
の
連
続
波
形
（
１
分
間
に
300
回
以
上
）
が
現
れ
る
。
心
室
細
動
が
起
こ
る
と
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
停
止
し
て
血
液
の
流
れ
が
止
ま
り
、
３
〜
５
秒
で
め
ま
い
が
起
こ
り
、
５
〜
15
秒
で
意
識
を
失
う
。
３
〜
５
分
続
く
と
脳
死
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ
、
直
ち
に
直
流
通
電
に
よ
る
電
気
的
除
細
動
な
ど
の
治
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
死
に
至
る
。
不
整
脈
疾
患
の
治
療
心
臓
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
疾
患
に
は
、
虚
血
性
心
疾
患
、
肥
大
型
心
筋
症
、
拡
張
型
心
筋
症
、
Ｑ
Ｔ
延
長
症
候
群
、B
ru
g
ad
a
症
候
群
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
心
臓
に
異
常
が
な
い
の
に
突
然
不
整
脈
が
起
こ
る
特
発
性
心
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R E P O R T
レ
ス
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。
看
護
か
ら
の
痴
呆
高
齢
者
へ
の
ケ
ア
に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、
専
門
医
の
充
実
や
家
族
情
報
の
収
集
、
看
護
職
・
介
護
職
の
質
の
向
上
、
介
護
の
場
の
選
択
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
エ
イ
ジ
ズ
ム
（
高
齢
者
へ
の
社
会
的
差
別
）
や
子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
に
関
す
る
教
育
の
充
実
、
老
後
を
考
え
た
生
活
設
計
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
長
上
深
雪
氏
（
龍
谷
大
学
社
会
学
科
教
授
）
痴
呆
高
齢
者
と
そ
の
家
族
へ
の
援
助
を
考
え
る
〜
社
会
福
祉
の
視
点
か
ら
痴
呆
高
齢
者
の
問
題
を
社
会
福
祉
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
営
ま
れ
て
い
る
「
生
活
」
全
体
を
と
ら
え
、
生
活
し
て
い
く
上
で
の
困
難
を
社
会
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
（
だ
れ
の
目
に
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
く
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
必
要
な
こ
と
、
医
療
、
看
護
、
福
祉
が
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
痴
呆
の
早
期
発
見
の
た
め
の
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
医
療
の
中
で
作
り
あ
げ
る
こ
と
、福
祉
分
野
で
も
痴
呆
の
専
門
家
が
き
ち
ん
と
相
談
に
の
れ
る
窓
口
を
作
っ
て
、
医
療
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
痴
呆
の
発
見
）。
こ
れ
か
ら
は
痴
呆
へ
の
専
門
的
ケ
ア
が
重
要
に
な
り
、
医
療
を
含
め
て
の
援
助
が
必
要
に
な
る
が
、
非
常
勤
職
員
が
増
え
て
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
で
き
て
い
な
い
た
め
研
修
な
ど
が
大
切
に
な
る
（
痴
呆
の
理
解
）。
痴
呆
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
医
療
者
の
か
か
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
で
問
題
を
顕
在
化
す
る
こ
と
や
（
本
人
や
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い
取
り
組
み
）、
人
権
か
ら
考
え
、
権
利
と
し
て
認
識
し
て
か
か
わ
る
こ
と
（
人
権
侵
害
を
防
ぎ
権
利
を
守
る
）
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
両
大
学
の
交
流
に
よ
り
、
高
ま
る
人
材
育
成
へ
の
期
待
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
言
を
受
け
て
、
２
名
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
た
。
行
政
の
立
場
か
ら
は
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
推
進
課
の
高
田
佐
介
氏
が
、「
施
策
や
枠
づ
く
り
は
行
政
の
仕
事
だ
が
、
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
人
材
を
ど
う
育
て
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
連
携
し
な
が
ら
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
人
材
の
供
給
と
い
う
こ
と
で
は
両
大
学
へ
の
期
待
は
大
き
い
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
介
護
保
険
の
見
直
し
の
年
に
当
た
る
今
年
、
痴
呆
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
視
点
を
よ
り
強
く
出
し
て
い
く
。
介
護
保
険
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
基
本
だ
が
、
施
設
へ
の
入
所
希
望
が
増
え
て
い
る
、
こ
の
へ
ん
の
実
体
化
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
考
え
な
が
ら
見
直
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。
ま
た
、
患
者
の
家
族
を
代
表
し
て
、
深
尾
宗
一
氏
が
、「
精
神
科
で
は
早
期
受
診
が
難
し
い
の
で
、『
も
の
忘
れ
外
来
』
な
ど
の
形
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
痴
呆
に
つ
い
て
勉
強
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
徘
徊
が
強
い
患
者
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
「
介
護
者
が
倒
れ
た
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
」「
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
本
人
が
満
足
で
き
る
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
か
」
「
人
権
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
、
本
人
の
意
志
確
認
が
必
要
な
場
合
ど
う
す
る
か
」
と
い
っ
た
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
も
、
早
期
発
見
に
つ
い
て
地
域
の
開
業
医
が
果
た
す
役
割
や
、
医
療
・
福
祉
・
看
護
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
べ
き
か
、
援
助
の
効
果
判
定
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
が
よ
い
か
と
い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
た
。
閉
会
に
当
た
っ
て
、
三
ツ
浪
教
授
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
が
集
っ
た
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
気
づ
き
と
学
び
の
場
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
今
後
と
も
ぜ
ひ
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
し
、「
ケ
ア
の
質
は
人
材
の
育
成
が
大
き
く
か
か
わ
る
。
両
大
学
で
や
り
た
い
の
は
介
護
す
る
人
材
の
総
合
的
な
教
育
と
、
卒
後
の
生
涯
教
育
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
医
療
福
祉
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
今
後
へ
の
期
待
の
こ
と
ば
で
し
め
く
く
っ
た
。
長上深雪氏
高田佐介氏
深尾宗一氏
三ッ浪健一教授
メドトロニック社製
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T O P I C ST O P I C S
室
頻
拍
や
特
発
性
心
室
細
動
も
存
在
す
る
。心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
で
は
、
ま
ず
原
因
と
な
る
疾
病
（
心
臓
病
も
含
む
）
の
治
療
を
行
う
が
、
そ
れ
で
も
発
作
が
起
こ
る
場
合
や
原
因
と
な
る
心
臓
病
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
抗
不
整
脈
薬
を
用
い
る
。
ま
た
、
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
・
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
異
常
伝
導
路
を
切
断
し
た
り
、
焼
灼
し
た
り
す
る
不
整
脈
の
根
治
療
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
治
療
が
無
効
な
場
合
に
有
効
と
さ
れ
る
の
が
植
込
み
型
除
細
動
器
で
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
致
死
的
不
整
脈
に
よ
る
突
然
死
に
対
す
る
有
力
な
治
療
法
で
あ
る
。
植
込
み
型
除
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
と
は
不
整
脈
に
よ
る
突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に
１
９
８
０
年
に
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、
植
込
み
型
除
細
動
器
（IC
D
：
Im
p
lan
tab
le
C
ard
io-
verter
D
efibrillator
）
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
１
９
９
０
年
の
１
月
か
ら
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
て
、
１
９
９
４
年
に
は
厚
生
省
薬
事
承
認
さ
れ
た
。
１
９
９
６
年
４
月
か
ら
は
保
険
償
還
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
植
込
み
数
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
初
期
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
、
約
250
ｇ
と
重
く
、
本
体
の
腹
部
へ
の
植
込
み
と
開
胸
に
よ
る
心
外
膜
パ
ッ
チ
の
装
着
を
必
要
と
し
た
が
、
そ
の
後
小
型
軽
量
化
が
進
み
、
胸
部
へ
の
植
込
み
が
可
能
と
な
っ
た
。
第
５
世
代
に
当
た
る
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
大
き
さ
は
、
重
さ
77
ｇ
、
容
積
40
cc
、
厚
さ
13.5
mm
で
あ
る
。
局
部
麻
酔
ま
た
は
全
身
麻
酔
で
左
前
胸
部
の
皮
下
に
本
体
を
植
込
み
、
心
臓
の
電
気
信
号
な
ど
を
本
体
に
伝
え
る
リ
ー
ド
を
心
臓
ま
で
静
脈
を
通
し
て
挿
入
す
る
た
め
、
少
な
い
負
担
で
植
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
機
能
Ｉ
Ｃ
Ｄ
に
は
心
拍
数
の
モ
ニ
タ
ー
機
能
や
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
、
頻
拍
の
治
療
機
能
の
ほ
か
、
頻
拍
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
回
数
、
治
療
と
そ
の
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
が
あ
り
、
つ
ね
に
患
者
さ
ん
の
心
電
図
を
監
視
し
、
致
命
的
な
不
整
脈
が
発
生
し
た
こ
と
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
流
し
て
不
整
脈
を
停
止
さ
せ
る
。
ま
た
、
脈
が
遅
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
通
常
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
同
様
の
電
気
刺
激
で
必
要
な
心
拍
数
を
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
心
室
頻
拍
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
通
常
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
刺
激
で
頻
拍
よ
り
少
し
早
い
刺
激
を
出
し
て
治
療
を
行
い
、
発
作
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
「
カ
ル
デ
ィ
オ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療
す
る
。
そ
し
て
心
室
細
動
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
カ
ル
デ
ィ
オ
バ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
細
動
を
止
め
る
。
ま
ず
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
刺
激
を
出
し
て
治
療
を
行
い
、
発
作
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
弱
い
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
治
療
を
行
い
、
そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
け
れ
ば
よ
り
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
る
と
い
っ
た
種
々
の
条
件
設
定
が
可
能
で
あ
る
。
大
規
模
試
験
に
み
る
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
有
効
性
米
国
で
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
（A
n
tiarry
th
m
ics
V
ersu
s
Im
p
lan
t-
ab
le
D
efib
rillators：
抗
不
整
脈
薬
と
Ｉ
Ｃ
Ｄ
と
の
比
較
研
究
）
を
初
め
と
す
る
大
規
模
臨
床
研
究
の
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
に
は
致
死
的
不
整
脈
に
対
す
る
強
力
な
治
療
効
果
が
あ
り
、
突
然
死
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
死
亡
率
全
体
の
改
善
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
当
初
の
目
的
は
心
室
頻
拍
、
心
室
細
動
の
再
発
の
可
能
性
が
高
い
人
に
突
然
死
の
予
防
の
た
め
植
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
最
初
に
述
べ
た
通
り
、
初
回
の
心
室
頻
拍
、
心
室
細
動
で
約
８
割
の
方
が
突
然
死
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
心
停
止
を
起
こ
し
て
い
な
い
人
に
も
予
防
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
植
込
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
最
近
の
大
規
模
研
究
で
は
心
停
止
を
起
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
あ
ら
か
じ
め
予
防
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
植
込
む
と
、
生
命
予
後
が
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
植
込
ま
れ
て
い
な
い
人
よ
り
も
改
善
し
た
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。図
は
、
抗
不
整
脈
薬
療
法
に
比
べ
て
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
療
法
が
生
存
率
が
高
い
こ
と
を
示
す
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ⅱ
（M
ulticenter
A
utom
atic
D
efibrillator
Im
plantation
T
rial
II：
多
施
設
自
動
除
細
動
器
植
込
み
研
究
Ⅱ
）
の
成
績
で
あ
る
。
心
筋
梗
塞
既
往
で
、
心
機
能
低
下
を
認
め
る
１
２
３
２
例
を
対
象
に
、
標
準
的
薬
物
治
療
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
植
込
ん
だ
群
と
Ｉ
Ｃ
Ｄ
非
植
込
み
群
と
を
追
跡
し
た
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
群
は
非
植
込
み
群
に
対
し
て
死
亡
が
31
％
減
少
し
て
お
り
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
予
防
植
込
み
に
よ
り
生
存
率
が
改
善
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
ど
の
よ
う
な
人
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
予
防
的
植
込
み
が
一
番
有
効
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
適
応
症
例
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
の
適
応
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（A
C
C
／A
H
A
：
１
９
９
８
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
症
例
が
Ｉ
Ｃ
Ｄ
治
療
の
適
応
と
考
え
る
。
●
血
行
動
態
が
破
綻
す
る
心
室
頻
拍
ま
た
は
心
室
細
動
の
自
然
発
作
が
一
度
以
上
観
察
さ
れ
て
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
以
外
の
治
療
法
の
有
効
性
が
、
心
臓
電
気
生
理
学
的
検
査
お
よ
び
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
検
査
に
よ
っ
て
予
測
で
き
な
い
も
の
。
●
血
行
動
態
が
破
綻
す
る
心
室
頻
拍
ま
た
は
心
室
細
動
の
自
然
発
作
が
一
度
以
上
観
察
さ
れ
て
い
て
、
有
効
薬
が
見
つ
か
ら
な
い
も
の
、
ま
た
は
有
効
薬
が
あ
っ
て
も
認
容
性
が
悪
い
た
め
に
服
用
が
制
限
さ
れ
る
も
の
。
●
す
で
に
十
分
な
薬
物
治
療
法
や
心
筋
焼
灼
術
（
カ
テ
ー
テ
ル
・
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
等
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
臓
生
理
学
的
検
査
に
よ
っ
て
血
行
動
態
が
破
綻
す
る
心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
が
誘
発
さ
れ
る
も
の
。
施
設
基
準
Ｉ
Ｃ
Ｄ
移
植
手
術
や
交
換
術
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
①
循
環
器
科
及
び
心
臓
血
管
外
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
②
心
臓
電
気
生
理
学
的
検
査
を
年
間
50
例
以
上
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
こ
の
う
ち
５
例
以
上
は
心
室
性
頻
拍
性
不
整
脈
症
例
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
③
開
心
術
又
は
冠
動
脈
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術
を
合
わ
せ
て
年
間
50
例
以
上
実
施
し
て
お
り
、
か
つ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植
術
を
10
例
以
上
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
④
循
環
器
科
及
び
心
臓
血
管
外
科
の
常
勤
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。
⑤
所
定
の
研
修
を
修
了
し
て
い
る
常
勤
医
師
が
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。
⑥
当
該
手
術
を
行
う
た
め
に
必
要
な
検
査
等
が
当
該
保
険
医
療
機
関
内
で
常
時
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
機
器
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
滋
賀
医
科
大
学
附
属
病
院
循
環
器
内
科
で
は
、
す
べ
て
の
施
設
基
準
を
満
た
し
た
こ
と
で
、
こ
の
た
び
滋
賀
県
で
は
初
め
て
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｄ
移
植
医
療
機
関
の
認
定
を
申
請
し
、
承
認
さ
れ
た
。
今
秋
か
ら
移
植
術
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。
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 最新のICD技術 
 心房&心室 
徐脈センシング  
徐脈ぺ シーング ◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 
心室 
心房 
VT の予防 
抗頻拍ペ シーング 
カルディオバ ジーョン 
除細動 
心房頻脈の予防 
抗頻拍ペ シーング 
カルディオバ ジーョン 
 
生
存
率 
観察期間 
ICD植込み群で生存率が 
明らかに有効 
非ICD群 
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MADITⅡの生存曲線 
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 植込み医師 心臓外科医 内科、外科 
 サイズ 120～140 cc 約40 cc 
 手術  皮膚切開  
 植込み術時間 2～4 時間 1 時間 
 術死亡率 2.5% 0.5%以下 
 術後入院日数 3 - 5 日 1 日 
 電池寿命 18 ケ月 9 年以上 
経静脈 
胸部植込み 
 
開胸術 
 
ICD植え込み術の進歩 
胸部正中切開 
肋間開胸 
ICDによる検出と治療（心室細動） 
心室細動治療 徐脈治療 
 
充電 
ICDによる検出と治療（心室頻拍） 
抗頻拍ページング治療 
 
カルディオバージョン治療 
 
正常リズム 
正常リズム 
正常リズム 心室細動検出 
 
心室細動 
心室頻拍検出 
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呆
け
は
痴
呆
と
何
処
が
違
う
か
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
（
D
A
T
）
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
A
D
）
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
老
年
痴
呆
（
S
D
A
T
）
に
分
け
ら
れ
る
。
両
者
は
同
一
疾
患
で
発
症
時
の
年
齢
が
異
な
る
だ
け
と
考
え
る
研
究
者
が
多
く
、
一
括
り
に
し
て
D
A
T
と
呼
ば
れ
る
。
A
D
は
40
‐
50
歳
台
の
初
老
期
に
発
症
す
る
も
の
で
、
日
常
診
療
で
主
に
観
察
さ
れ
る
の
は
S
D
A
T
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
D
A
T
は
、
初
老
期
の
稀
な
疾
患
A
D
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
よ
り
1
9
0
7
年
に
報
告
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
1
9
5
0
年
代
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
D
A
T
は
、
当
初
は
稀
な
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
比
較
的
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
典
型
的
な
D
A
T
患
者
は
自
身
で
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
て
な
く
て
も
、
周
り
か
ら
オ
カ
シ
イ
と
連
れ
て
来
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
人
自
身
が
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
こ
と
を
苦
に
し
て
受
診
す
る
場
合
は
軽
い
う
つ
状
態
や
神
経
症
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
痴
呆
の
物
忘
れ
は
メ
ガ
ネ
を
置
い
た
場
所
を
忘
れ
る
と
い
う
程
度
で
は
な
く
て
、
親
戚
が
来
て
歓
談
し
た
こ
と
を
丸
ご
と
忘
れ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
全
体
の
記
憶
障
害
の
た
め
に
記
憶
の
流
れ
が
抜
け
落
ち
て
、
古
い
出
来
事
が
昨
日
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
り
、
記
憶
の
空
白
部
分
を
補
お
う
と
し
て
作
り
話
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
徴
的
な
障
害
と
し
て
、
今
言
っ
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
直
後
に
言
う
こ
と
は
可
能
だ
が
、
少
し
時
間
を
置
く
と
言
え
な
い
即
時
記
憶
の
障
害
、
日
時
な
ど
が
言
え
な
い
な
ど
の
時
間
の
見
当
識
の
低
下
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
平
面
図
を
ま
ね
て
描
く
こ
と
は
よ
く
で
き
る
の
に
、
立
方
体
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
常
診
療
に
お
け
る
D
A
T
の
診
断
に
際
し
て
も
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
常
は
大
脳
皮
質
や
大
脳
辺
縁
系
の
機
能
低
下
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
の
診
断
　
米
国
精
神
医
学
会
の
D
A
T
の
診
断
基
準
は
、
①
記
憶
障
害
が
存
在
す
る
。
②
実
行
機
能
障
害
、
失
行
、
失
認
、
失
語
な
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地
域
医
療
連
携
室
ス
タ
ッ
フ
室
長
　
総
合
診
療
部
長
　
　
　
三
ツ
浪
　
健
一
副
室
長
　
放
射
線
部
長
　
　
　
　
村
田
　
喜
代
史
医
療
情
報
部
長
　
　
　
永
田
　
啓
継
続
看
護
室
看
護
師
長
　
石
井
　
淳
子
医
事
課
長
　
　
　
　
　
釣
谷
　
廣
医
療
担
当
　
　
総
合
診
療
部
副
部
長
　
寺
田
　
雅
彦
総
合
診
療
部
　
　
　
　
松
原
　
英
俊
総
合
診
療
部
　
　
　
　
田
村
　
祐
樹
看
護
担
当
　
　
継
続
看
護
室
副
看
護
師
長
伊
波
　
早
苗
継
続
看
護
室
副
看
護
師
長
若
林
　
光
子
事
務
担
当
　
　
　
医
事
課
主
任
専
門
職
員
　
石
井
　
定
夫
主
任
専
門
職
員
付
主
任
　
木
建
　
保
恵
主
任
専
門
職
員
付
主
任
　
西
　
　
雪
代
地
域
の
医
療
機
関
、
医
療
福
祉
施
設
な
ど
と
の
密
接
な
連
携
と
患
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
て
、
滋
賀
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
本
年
４
月
に
地
域
医
療
連
携
室
を
開
設
、
７
月
１
日
か
ら
窓
口
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
連
携
室
の
主
な
業
務
は
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
特
殊
検
査
や
診
療
予
約
な
ど
の
紹
介
受
け
付
け
と
、
紹
介
元
へ
の
報
告
書
の
送
付
、
逆
紹
介
の
推
進
な
ど
。
新
た
に
診
察
・
検
査
依
頼
書
、
診
察
・
検
査
予
約
票
、
報
告
書
な
ど
を
作
成
、
受
診
状
況
に
つ
い
て
「
ご
来
院
報
告
書
」
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
紹
介
医
師
に
送
信
す
る
ほ
か
、
入
院
さ
れ
た
場
合
や
、
転
科
・
退
院
な
ど
の
経
過
に
つ
い
て
も
逐
次
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
地
域
医
療
連
携
室
長
に
は
三
ツ
浪
健
一
総
合
診
療
部
長
が
就
任
、
４
名
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
室
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
、
検
査
で
来
院
さ
れ
た
患
者
様
に
つ
い
て
も
医
師
が
診
察
（
医
療
面
接
）
を
行
う
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
が
検
査
部
へ
の
案
内
（
エ
ス
コ
ー
ト
）
を
行
う
な
ど
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
病
状
の
安
定
し
た
滋
賀
医
科
大
学
附
属
病
院
の
患
者
様
を
、
地
元
の
医
療
機
関
に
ご
紹
介
す
る
「
逆
紹
介
」
を
推
進
す
る
た
め
、
独
自
の
地
域
医
療
機
関
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
、
県
医
師
会
の
ご
協
力
を
得
て
県
内
の
医
療
機
関
を
対
象
に
事
前
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
自
宅
周
辺
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
希
望
さ
れ
る
患
者
様
に
情
報
を
提
供
す
る
。
「
窓
口
が
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
の
先
生
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
な
る
は
ず
」
'トピックス
地域に開かれた窓口として医療連携を推進
地域医療連携室開設
と
三
ツ
浪
室
長
。
今
後
は
医
療
福
祉
に
関
す
る
相
談
業
務
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。さ
ら
に
、
ど
う
い
う
患
者
様
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
「
紹
介
希
望
疾
患
と
病
態
の
明
確
化
」
と
、「
逆
紹
介
基
準
の
明
確
化
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
完
結
型
医
療
の
実
践
に
向
け
て
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
SPECIAL  LECTURE
'誌上特別講義　第3回
近年、アルツハイマー病という病名が
一般に知られるようになり、「呆け」に
対する認識が高まってきた。そのため、
高齢による生理的な物忘れと思われる
患者も病院を受診する機会が多くなっ
てきた。これは呆けに対する認識が高く
なったことのみならず、一人暮らし、夫
婦二人暮らしの高齢者が増えたことに
より、子供などに頼らず、自ら前面に
立って社会生活を営まざるを得なくな
り、記憶障害を自覚したり、周囲から
指摘されたりする機会が増えたことも関
与していると思われる。人間年を取ると
誰でも大なり小なり物忘れをするように
なるが、実際、生理的な呆けと初期の
痴呆の区別は時に難しい。
今回は、痴呆は呆けと何処が異なる
のか、区別するためにどのような検査が
行われるのか、何故そのような検査が役
に立つのか、一体痴呆とはどのような病
気であるのかなどにつき、特に代表的な
痴呆性疾患であるアルツハイマー型痴呆
(DAT)を中心に最近の知見も含めて解
説したい。
痴 呆A L Z H E I M E R
安田　斎 講師
（神経内科）
誌上特別講義　第3回　「痴呆」
アルツハイマー病 老年者の記憶能力の 
正常範囲 
MCI
良
性
老
人
性
健
忘 
境界状態 
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がん研究の先端
ど
、
記
憶
以
外
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
認
知
機
能
障
害
が
少
な
く
と
も
１
つ
存
在
す
る
。
③
認
知
機
能
が
病
前
の
機
能
水
準
か
ら
著
し
く
低
下
す
る
。
④
緩
や
か
な
発
症
と
持
続
的
な
認
知
の
低
下
、
な
ど
で
あ
る
。
実
行
機
能
障
害
と
は
、
例
え
ば
物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
基
準
を
用
い
る
と
記
憶
障
害
の
み
で
は
痴
呆
の
診
断
に
は
至
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
後
述
の
早
期
診
断
の
目
的
に
は
使
用
し
に
く
い
。
一
方
の
目
的
、
痴
呆
の
有
無
を
大
雑
把
に
検
討
す
る
簡
便
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
、
改
定
長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー
ル
と
M
M
S
E
（M
in
i-M
en
tal
S
tate
E
x
am
i-n
ation
）
が
あ
る
。
前
者
は
記
憶
、
見
当
識
、
注
意
、
計
算
に
加
え
て
、
野
菜
の
名
前
を
列
挙
す
る
実
行
機
能
検
査
が
含
ま
れ
て
い
る
。
後
者
は
世
界
的
に
最
も
用
い
ら
れ
て
い
る
簡
易
検
査
で
記
憶
機
能
検
査
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
D
A
T
患
者
で
障
害
さ
れ
や
す
い
言
語
機
能
や
視
覚
構
成
機
能
を
検
査
す
る
項
目
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
有
用
性
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
式
検
査
法
は
覚
醒
度
や
注
意
力
と
い
っ
た
非
特
異
的
要
因
が
検
査
結
果
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
認
知
機
能
を
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
臨
床
症
状
か
ら
評
価
す
る
行
動
評
価
尺
度
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
臨
床
症
状
と
痴
呆
の
評
価
ス
ケ
ー
ル
の
み
で
は
、
他
の
原
因
に
よ
る
痴
呆
と
の
鑑
別
は
困
難
な
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
、
D
A
T
に
特
徴
的
な
脳
機
能
画
像
検
査
（
海
馬
を
含
む
側
頭
葉
内
側
の
萎
縮
や
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
側
脳
室
の
下
角
の
拡
大
）
や
他
の
生
物
学
的
マ
ー
カ
ー
な
ど
が
総
合
的
に
診
断
を
進
め
る
際
に
は
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
画
像
検
査
も
初
期
に
は
脳
の
萎
縮
も
軽
く
診
断
的
価
値
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
今
後
、
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
、
あ
る
い
は
開
発
途
上
の
臨
床
試
験
な
ど
に
お
い
て
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
生
物
学
的
診
断
マ
ー
カ
ー
の
重
要
性
が
益
々
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
D
A
T
患
者
の
脳
脊
髄
液
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
1-
42
の
低
下
と
タ
ウ
蛋
白
の
増
加
に
つ
い
て
の
診
断
的
価
値
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
実
用
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
と
鑑
別
す
べ
き
疾
患
痴
呆
患
者
の
診
療
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
直
ぐ
に
治
療
す
べ
き
、
ま
た
、
治
療
に
よ
り
直
ぐ
に
治
せ
る
疾
患
を
見
誤
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
脳
腫
瘍
、
正
常
圧
水
頭
症
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど
は
比
較
的
多
い
疾
患
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
C
T
や
M
R
I
な
ど
の
画
像
検
査
や
血
液
検
査
で
比
較
的
容
易
に
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
適
切
な
治
療
で
治
癒
し
う
る
。
ま
た
、
う
つ
病
で
も
二
次
的
に
記
憶
障
害
を
伴
っ
て
痴
呆
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が
あ
り
、
治
療
に
反
応
す
る
の
で
漫
然
と
経
過
観
察
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
病
気
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
D
A
T
と
同
様
に
慢
性
に
経
過
す
る
疾
患
と
し
て
、
血
管
性
痴
呆
や
数
多
く
の
神
経
変
性
疾
患
が
あ
る
。
特
に
血
管
性
痴
呆
は
わ
が
国
の
痴
呆
性
疾
患
の
中
で
最
も
頻
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
脳
血
管
障
害
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は
わ
が
国
で
は
極
め
て
頻
度
の
高
い
病
気
で
あ
り
、
特
に
脳
梗
塞
が
多
発
し
た
場
合
な
ど
に
痴
呆
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
経
験
す
る
。
最
近
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
と
の
合
併
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
痴
呆
が
何
れ
の
因
子
で
起
こ
っ
た
の
か
判
別
が
難
し
い
。
何
れ
に
し
て
も
血
管
性
痴
呆
の
治
療
は
脳
血
管
障
害
に
対
す
る
治
療
が
基
本
と
な
る
。
一
方
、
他
の
変
性
疾
患
（
レ
ビ
ー
小
体
型
痴
呆
、
ピ
ッ
ク
病
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
な
ど
）
に
伴
う
痴
呆
は
、
特
徴
的
な
神
経
症
状
と
所
見
を
呈
す
る
の
で
、
通
常
鑑
別
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。
軽
度
認
知
障
害
は
痴
呆
の
は
じ
ま
り
か
近
年
、
痴
呆
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
る
と
共
に
痴
呆
の
早
期
診
断
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
軽
症
の
認
知
障
害
患
者
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
年
齢
相
応
の
範
囲
を
越
え
た
記
憶
障
害
が
存
在
す
る
が
他
の
認
知
機
能
は
正
常
で
、
痴
呆
の
診
断
基
準
を
満
た
さ
な
い
症
例
に
対
し
、
軽
度
認
知
障
害
（
M
C
I
）
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
年
5
月
の
日
本
神
経
学
会
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
本
症
で
は
記
憶
障
害
以
外
の
認
知
障
害
は
存
在
せ
ず
記
憶
障
害
の
程
度
も
軽
い
こ
と
か
ら
痴
呆
の
診
断
基
準
は
満
た
さ
な
い
が
、
海
馬
や
後
部
帯
状
回
の
血
流
や
糖
代
謝
は
既
に
低
下
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
健
常
高
齢
者
に
比
較
し
て
高
率
に
D
A
T
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
D
A
T
の
初
期
段
階
あ
る
い
は
そ
の
発
症
の
リ
ス
ク
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
病
態
で
あ
る
と
す
る
報
告
が
多
い
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
の
危
険
因
子
と
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
痴
呆
は
認
知
機
能
な
ど
に
関
係
す
る
脳
細
胞
が
変
性
・
脱
落
し
て
う
ま
く
機
能
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
さ
れ
て
い
る
D
A
T
の
リ
ス
ク
と
し
て
は
年
齢
、
家
族
歴
な
ど
と
共
に
遺
伝
的
危
険
因
子
と
し
て
ア
ポ
リ
ポ
蛋
白
E
の
主
要
な
対
立
遺
伝
子
で
あ
る
ε
4
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ポ
E
が
神
経
細
胞
死
を
助
長
す
る
と
の
実
験
的
成
績
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
脳
細
胞
の
減
少
す
る
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
原
因
究
明
の
糸
口
と
も
な
り
う
る
脳
の
病
理
学
的
所
見
と
し
て
「
老
人
班
」
と
「
神
経
原
線
維
変
化
」
が
あ
る
。
前
者
は
、
細
胞
膜
に
存
在
し
役
割
の
良
く
分
か
っ
て
い
な
い
ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆
体
蛋
白(
A
P
P)
か
ら
酵
素
に
よ
っ
て
短
く
切
り
出
さ
れ
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
（
A
β
）
が
異
常
沈
着
し
て
で
き
た
構
造
物
で
あ
る
。
凝
集
し
た
A
β
は
神
経
に
対
し
て
毒
性
を
示
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
一
方
、「
神
経
原
線
維
変
化
」
は
神
経
細
胞
の
骨
組
み
や
物
質
の
輸
送
な
ど
の
役
割
を
担
う
微
小
管
の
結
合
蛋
白
質
の
一
種
で
あ
る
タ
ウ
が
過
剰
に
燐
酸
化
さ
れ
て
細
胞
内
に
蓄
積
し
て
形
成
さ
れ
た
異
常
構
造
物
で
あ
り
、
こ
の
異
常
蓄
積
に
よ
り
細
胞
が
変
性
を
受
け
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
造
物
は
健
常
高
齢
者
で
も
観
察
さ
れ
る
が
、
量
的
に
は
明
ら
か
に
少
な
い
。
ま
た
、
弧
発
性
で
も
家
族
性
D
A
T
で
も
観
察
さ
れ
る
が
、
A
P
P
の
種
々
の
遺
伝
子
異
常
を
示
す
家
族
性
D
A
T
の
患
者
さ
ん
で
は
、
遺
伝
子
異
常
が
引
金
に
な
っ
て
A
β
の
異
常
蓄
積
か
ら
神
経
細
胞
死
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
実
験
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
タ
ウ
遺
伝
子
に
変
異
を
伴
う
D
A
T
と
よ
く
似
た
家
族
性
痴
呆
（
前
頭
側
頭
葉
型
痴
呆:
F
T
D
P-
17
）
も
報
告
さ
れ
、
こ
の
患
者
さ
ん
で
も
遺
伝
子
異
常
と
神
経
細
胞
死
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
家
族
性
D
A
T
か
ら
得
ら
れ
た
研
究
成
果
が
大
部
分
を
占
め
る
弧
発
性
D
A
T
の
痴
呆
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
当
て
は
ま
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、
家
族
性
D
A
T
の
遺
伝
子
異
常
の
痴
呆
へ
の
関
与
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
D
A
T
全
般
に
対
す
る
治
療
方
法
を
開
発
す
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
治
療
法
の
現
状
と
未
来
現
在
、
わ
が
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
治
療
薬
は
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
分
解
す
る
酵
素
で
あ
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
ド
ネ
ペ
ジ
ル
（
商
品
名：
ア
リ
セ
プ
ト
）
の
み
で
あ
る
。
本
疾
患
で
は
記
憶
な
ど
に
深
く
関
与
す
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
補
う
治
療
法
で
あ
り
、
脳
細
胞
の
減
少
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
以
外
に
も
神
経
栄
養
因
子
、
抗
炎
症
薬
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
な
ど
の
有
効
性
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に
理
論
的
根
拠
も
あ
る
が
根
本
的
な
治
療
薬
と
し
て
は
疑
問
点
も
多
い
。
現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
老
人
班
の
も
と
に
な
る
A
β
の
産
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
A
P
P
か
ら
A
β
が
切
り
出
さ
れ
る
時
に
働
く
β
及
び
γ
セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
の
活
性
を
抑
え
る
薬
物
や
、
A
β
を
分
断
す
る
α
セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
の
活
性
を
高
め
る
薬
物
で
あ
る
。
ま
た
、
神
経
原
線
維
変
化
を
抑
え
る
た
め
タ
ウ
蛋
白
の
燐
酸
化
を
抑
制
す
る
薬
物
の
効
果
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
実
験
的
に
A
β
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
す
る
こ
と
で
脳
内
へ
の
A
β
の
蓄
積
を
減
少
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
へ
の
臨
床
試
験
を
欧
米
で
実
施
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
れ
の
治
療
薬
も
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
実
際
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
多
少
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
細胞膜 
細胞外 β 
Aβ 
N C APP
α γ 
危険因子 
加齢 
外傷 
ApoE
遺伝子変異 
　アミロイド前駆体タンパク 
Aβ42
アミロイド沈着 
老人斑 
　　炎症反応 
神経原線維変化 
神経細胞死 
アルツハイマー病発症 
↓アルツハイマー型痴呆（Bodian+β蛋白重染色、×280）。
矢印は神経原線維変化を示す。
↑アミロイド前駆体タンパク（APP)のセクレターゼ切断サイト
A:健常者
B:軽症アルツハイマー病患者。
上段は冠状断像、下段は水平断像を示す。
Aに比べてＢでは海馬の萎縮（上段）と側
脳室下角の拡大（下段）が認められる。
↓健常者とアルツハイマー病患者のMRI T1 強調画像
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